

































写真 附属小学校における授業参観と協議 (lo月 25日）「たしざん」
5. 成果と課題
昨年度は、大学と附属小学校が連携協力する上で、日程調整することの困難さがあり、
大学教員に授業参観をしてもらったり、授業について協議したりする機会を持つことが
難しいという課題が残った。しかし、今年度は 10月25日（金）、本校研究発表会 11月
3日（日）、全国算数授業研究会和歌山大会 12月26日（木）の計3回、授業参観や協
議をしていただくことができた。特に、本校の研究発表会の約 1週間前である 10月25
日（金）に授業参観をしていただき、その直後に協議ができたことは、大きな成果であ
り、小学校教員同士の協議では得ることのできない、数学的な視点から助言をいただけ
たことは、授業者の教材研究における視野を広げるものであった。
今年度は、公立学校の先生方との意見交流も夏季休業中にしかすることができなかっ
た。今後、学部の研究代表者と共同研究者である附属小学校教員とが連絡を密に取り合
い、定期的な授業参観や協議の場となるような方向を模索したい。また、その内容を踏
まえ、公立学校の先生方と指導案検討を行う時間をもう少し取れるように考えたい。大
学、附属小学校に加え、公立学校との連携を今後さらに強めていき、授業研究をより深
いものにしていきたいと考える。
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